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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

子ども・子育て支援法に基づき、令和２年３月に「第２期枚方市子ども・子育て支援事業計画」

（期間：令和２年度～令和６年度）を策定し、子ども・子育て施策の総合的かつ計画的な推進に

努めているところです。 

この度、本計画の計画期間が令和６年度末までであることから、この計画を引き継ぐ、令和７

年度以降の新たな計画の策定の基礎資料として、調査を実施するものです。 

 

２ 調査対象 

 対象者 

就学前児童の保護者 市内在住の就学前の子どもから3,000人の方を無作為抽出 

小学生児童の保護者 市内在住の小学生の子どもから3,000人の方を無作為抽出 

 

３ 調査期間 

令和６年２月 19 日～令和６年３月 11 日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収またはインターネット回答 

 

５ 回収状況 

 配布数 有効回答数 有効回答率 

就学前児童の保護者 3,000通 1,986通 66.2％ 

小学生児童の保護者 3,000通 1,883通 62.8％ 
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６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。また、クロス集計において回答

者数が１桁の場合は、コメントを差し控えています。 

・前回調査では複数回答の設問は無回答を記載していないため、今回調査では「－」と記載し

ています。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 就学前児童の保護者 

（１）封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 

問１ 封筒のあて名のお子さん（今後は「お子さん」と表記します。）の生年月をお伺い

します。 

「４歳」の割合が 17.2％と最も高く、次いで

「１歳」の割合が 16.8％、「５歳」の割合が 16.6％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ お子さんとの同居・近居（概ね 30 分以内に行き来できる範囲）の状況についてお

伺いします。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。 

≪（１）お子さんと同居している方（大人）に○をつけてください≫（○はいくつでも） 

「父母（単身赴任や長期出張中の父母を含む）」

の割合が 92.8％と最も高くなっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「その他の大人」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

０歳（R5.4月以降）

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

無回答

9.5

7.1

16.8

15.9

15.9

17.2

16.6

1.1

7.4

9.2

15.9

16.8

15.2

17.3

17.5

0.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

父母（単身赴任や長期出張
中の父母を含む）

父（ひとり親家庭）

母（ひとり親家庭）

祖父

祖母

その他の大人

92.8

1.2

5.2

5.0

7.1

1.4

93.7

0.1

4.2

4.3

6.9

10.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）
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（２）保護者の就労状況について 

問８ 世帯の現在の経済的な暮らし向きについて、どう感じていますか。（○は１つ） 

「普通」の割合が 54.0％と最も高く、次いで

「やや苦しい」の割合が29.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 「母親」の働いている状況についてお伺いします。自営業や自営業を手伝ってい

る場合も含みます。（○は１つ） 

＜父子家庭の場合は記入不要です。⇒【問 10】へ＞ 

「フルタイムで働いている」の割合が30.7％と

最も高く、次いで「パート・アルバイトなどで働

いている」の割合が 26.0％、「以前は働いていた

が、今は働いていない」の割合が 25.3％となって

います。 

平成 30 年度調査と比較すると、「フルタイムで

働いている」の割合が増加しています。一方、「以

前は働いていたが、今は働いていない」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

大変苦しい

やや苦しい

普通

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

6.2

29.4

54.0

9.0

1.0

0.4

8.6

34.2

49.4

6.4

0.8

0.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

フルタイムで働いている

フルタイムで働いている
が、今は休んでいる（産
休・育休・介護休業中）

パート・アルバイトなどで
働いている

パート・アルバイトなどで
働いているが、今は休んで
いる（産休・育休・介護休
業中）

以前は働いていたが、今は
働いていない

これまで働いたことがない

無回答

30.7

12.8

26.0

3.1

25.3

1.6

0.4

22.3

8.5

26.1

3.6

35.2

3.8

0.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,981）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,830）
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問 11 問９または問 10 で、「３．パート・アルバイトなどで働いている」または「４．

パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業中）」を

選ばれた、パート・アルバイトなどで働いている方（休業中の方も含む）にお伺い

します。フルタイムへの転換希望はありますか。 

（１）母親（○は１つ） 

「パート・アルバイトなどで働き続けたい」の

割合が 46.2％と最も高く、次いで「フルタイムへ

の転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

の割合が 32.7％、「フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある」の割合が 11.4％と

なっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「フルタイムへ

の転換希望があり、実現できる見込みがある」「フ

ルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込

みはない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

問 12 問９または問 10 で「５．以前は働いていたが、今は働いていない」または

「６．これまで働いたことがない」を選ばれた、仕事をお持ちでない方にお伺いし

ます。働きたい希望はありますか。カッコ内には具体的な数字を入れてください。 

（１）母親（○は１つ） 

「１年より先、一番下の子どもが、何歳になっ

たころに働きたい」の割合が43.7％と最も高く、

次いで「すぐにでも、もしくは１年以内に働きた

い」の割合が 29.1％、「子育てや家事などに専念

したい（働く予定はない）」の割合が 17.8％とな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「１年より先、

一番下の子どもが、何歳になったころに働きたい」

「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」の

割合が増加しています。 

 

 

 

※前回調査では、「保育料が無償化された時点で働きたい」の選択肢がありました。 

 

  

％

子育てや家事などに専念し
たい（働く予定はない）

１年より先、一番下の子ど
もが、何歳になったころに
働きたい

すぐにでも、もしくは１年
以内に働きたい

保育料が無償化された時点
で働きたい

無回答

17.8

43.7

29.1

－

9.4

13.3

31.1

17.1

1.7

36.8

0 20 40 60 80 100

％

フルタイムへの転換希望が
あり、実現できる見込みが
ある

フルタイムへの転換希望は
あるが、実現できる見込み
はない

パート・アルバイトなどで
働き続けたい

パート・アルバイトなどを
やめて子育てや家事に専念
したい

無回答

11.4

32.7

46.2

6.1

3.6

6.1

26.0

41.3

3.5

23.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 578）

平成30年度調査

（回答者数 = 543）

令和５年度調査

（回答者数 = 533）

平成30年度調査

（回答者数 = 714）



 

6 

母親が就労を希望する末子の年齢 

「３歳」の割合が 31.3％と最も高く、次いで

「４歳」の割合が 16.3％、「７歳」の割合が 15.9％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「10 歳」の割合

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 233）

平成30年度調査

（回答者数 = 222）

％

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

13歳以降

無回答

2.6

5.2

31.3

16.3

3.0

9.9

15.9

3.0

1.3

2.6

0.4

1.3

3.0

4.3

3.6

3.2

29.3

13.1

5.0

10.8

14.4

6.8

0.9

8.6

0.0

0.5

0.0

4.1

0 20 40 60 80 100
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（３）子育てについて 

問 13 希望する子どもの数は何人ですか。 

「２人」の割合が 51.2％と最も高く、次いで

「３人」の割合が 33.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 希望する子どもの数が現在の子どもの数より多い方にお伺いします。現在の家

庭・教育環境等において、もう一人子どもを生み育てようと思いますか。 

（○は１つ） 

「生み育てようと思う」の割合が 40.0％、「生

み育てようとは思わない」の割合が32.3％となっ

ています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

問 15 子育てについて、どのように感じていますか（○は１つ） 

「楽しいと感じることの方が多い」の割合が

61.1％と最も高く、次いで「楽しいと感じること

とつらいと感じることが同じくらい」の割合が

31.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

  

％

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人以上

無回答

7.9

51.2

33.2

4.3

1.4

0.1

0.1

1.9

6.1

50.1

37.1

4.5

0.8

0.1

0.2

1.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

生み育てようと思う

生み育てようとは思わない

無回答

40.0

32.3

27.7

37.8

36.6

25.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 775）

平成30年度調査

（回答者数 = 781）

％

楽しいと感じることの方が
多い

楽しいと感じることとつら
いと感じることが同じくら
い

つらいと感じることの方が
多い

わからない

その他

無回答

61.1

31.9

3.7

1.4

0.2

1.8

64.2

29.7

2.5

1.6

1.0

0.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）
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問 17 子育てに関して、あなたが日常悩んでいること、あるいは気になることは何です

か。また、「２．発育発達に関すること」を選ばれた場合は、具体的な内容に○をつ

けてください。 

（１）子どもに関すること（○はいくつでも） 

「子どもの教育に関すること」の割合が33.0％

と最も高く、次いで「病気や健康に関すること」

の割合が 29.9％、「食事や栄養に関すること」の

割合が 28.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「病気や健康に

関すること」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．発育発達に関することについて以下もお選びください。（○はいくつでも） 

「言葉の発達が遅い」の割合が41.7％と最も高

く、次いで「落ち着きがない」の割合が 38.4％、

「かんしゃくをよく起こす」の割合が26.1％とな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「言葉の発達が

遅い」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

病気や健康に関すること

発育発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児のことがよくわからな
いこと

子どもとの接し方に自信が
持てないこと

子どもと過ごす時間が十分
取れないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友達づきあいに関
すること

子どもの登園拒否などに関
すること

その他

特にない

29.9

22.6

28.6

5.9

14.8

22.8

33.0

15.8

3.2

2.8

15.7

35.0

19.3

28.6

4.0

13.3

20.9

32.1

18.7

1.5

3.0

17.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

友達とうまくつきあうこと
ができない

集団生活に入れない

言葉の発達が遅い

興味や関心ごとが偏ってい
る

落ち着きがない

かんしゃくをよく起こす

その他

14.7

13.4

41.7

19.4

38.4

26.1

15.6

16.4

11.6

30.6

15.9

42.5

30.3

17.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 448）

平成30年度調査

（回答者数 = 353）
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（２）あなたに関すること（○はいくつでも） 

「子育てにかかる出費がかさむこと」の割合が 40.1％と最も高く、次いで「仕事や自分のやり

たいことなど自分の時間が十分取れないこと」の割合が 39.6％、「子育てによる身体の疲れが大

きいこと」の割合が 25.7％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「子育てにかかる出費がかさむこと」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「子どもをかわいいと思えないこと」の選択肢が「子どもがかわいく思えないことがあること」でした。 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

子育てに関して配偶者・
パートナーの協力が少な
いこと

配偶者・パートナーと子
育てに関して意見が合わ
ないこと

子育てが大変なことを親
族、近隣の人、職場など
周りの人が理解してくれ
ないこと

自分の子育てについて親
族、近隣の人、職場など
周りの見る目が気になる
こと

子育てに関して話し相手
や相談相手がいないこと

保護者同士のつきあいに
気をつかうこと

仕事や自分のやりたいこ
となど自分の時間が十分
取れないこと

配偶者・パートナー以外
に子育てを手伝ってくれ
る人がいないこと

13.7

9.4

3.9

5.0

5.5

16.6

39.6

13.4

15.6

7.1

3.9

6.9

3.7

21.1

36.3

11.4

0 20 40 60 80 100
％

自分は子育てに向いてい
ない（のではないかと思
う）こと

子どもをかわいいと思え
ないこと

子育てによる身体の疲れ
が大きいこと

子育てにかかる出費がか
さむこと

住居がせまいこと

その他

特にない

13.0

1.1

25.7

40.1

11.7

3.7

16.6

14.0

4.4

24.5

33.6

12.0

5.2

16.5

0 20 40 60 80 100
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問 18 お子さんの子育てや健康や教育について、気軽に相談できる人はいますか。ま

た、相談できる場所はありますか。（○は１つ） 

「いる／ある」の割合が 89.4％、「ない」の割

合が 10.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

問 18－１ 問 18 で「１．いる／ある」を選ばれた方にお伺いします。気軽に相談でき

るのは、どのような人や場所などですか。（○はいくつでも） 

「配偶者」の割合が 80.2％と最も高く、次いで「ご自身や配偶者の親、親せき、家族」の割合

が 76.5％、「同じくらいの子どもを持つ友人（子育てサークルなどのメンバーも含む）」の割合が

44.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「ご自身や配偶者の親、親せき、家族」「近所の人」「同じくら

いの子どもを持つ友人（子育てサークルなどのメンバーも含む）」「スマホやインターネットの交

流サイト」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「配偶者」「ひらかた子ども発達支援センター」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「枚方市子どもの育ち見守り室「となとな」・大阪府子ども家庭センター」の選択肢が「枚方市子ども総合相

談センター「となとな」・大阪府子ども家庭センター」、「かかりつけ医」の選択肢が「医師、看護師」、「スマホやインター

ネットの交流サイト」の選択肢が「携帯電話やインターネットの交流サイト」でした。  

％

配偶者

ご自身や配偶者の親、親せ
き、家族

近所の人

同じくらいの子どもを持つ
友人（子育てサークルなど
のメンバーも含む）

その他の友人・知人

保健所・保健センター（母
子保健・健診）

枚方市子どもの育ち見守り
室「となとな」・大阪府子
ども家庭センター

保育所

幼稚園

80.2

76.5

13.6

44.5

27.9

5.6

1.1

26.7

9.0

－

88.7

22.0

66.3

29.6

9.0

0.8

26.5

11.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,776）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,707）

％

認定こども園

ひらかた子ども発達支援
センター

地域における子育て支援
サービスの場（地域子育
て支援拠点、一時預かり
など）

民生委員・児童委員

かかりつけ医

自ら育児書、家庭の医学
書、インターネットで調
べる

スマホやインターネット
の交流サイト

その他

4.8

3.4

2.4

0.2

13.5

11.6

4.2

1.5

4.8

－

4.9

0.4

9.7

7.7

9.5

2.9

0 20 40 60 80 100

％

いる／ある

ない

無回答

89.4

10.0

0.6

93.2

6.4

0.3

0 20 40 60 80 100
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（４）保育サービスの利用について 

問 19 平日（月曜日～金曜日）に、「幼稚園」や「保育所」、「認定こども園」などの子

どもを預かる施設（問 19－１に記載の施設）やサービスを「定期的に」利用されて

いますか。（○は１つ） 

「利用している」の割合が 79.7％、「利用して

いない」の割合が 18.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用している」

の割合が増加しています。一方、「利用していな

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

79.7

18.9

1.5

74.2

25.8

0.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）
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問 19－１ 問 19 で「１．利用している」を選ばれた方にお伺いします。お子さんは、

現在、どのような施設やサービスを利用していますか。年間を通じて平日に定期的

に利用されているサービスに、○をつけてください。（○はいくつでも） 

「認可保育所」の割合が 49.7％と最も高く、次

いで「幼稚園（通常の就園時間（概ね９:00 ～

14:00 ）だけ利用している）」の割合が 15.8％、

「幼稚園＋預かり保育（通常の就園時間に加えて、

時間を延長し、定期的に預かり保育も利用してい

る）」の割合が 10.7％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

幼稚園（通常の就園時間
（概ね９:00 ～14:00 ）
だけ利用している）

幼稚園＋預かり保育（通常
の就園時間に加えて、時間
を延長し、定期的に預かり
保育も利用している）

認可保育所

認定こども園（幼稚園とし
て利用している）

認定こども園（幼稚園とし
て利用し、定期的に預かり
保育も利用している）

認定こども園（保育所とし
て利用している）

小規模保育施設

企業主導型保育施設

その他の認可外の保育施設

一時預かり

ファミリーサポートセン
ター

その他

15.8

10.7

49.7

6.6

4.1

8.5

2.8

2.1

2.0

3.7

1.1

1.3

17.8

13.6

46.2

9.1

4.2

4.8

2.1

1.4

1.8

4.5

0.7

1.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,582）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,358）
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問 19－２ 問 19 で「１．利用している」を選ばれた方にお伺いします。現在利用して

いる幼稚園や保育所、認定こども園などについて、もっとも多いパターンとして、

１週間に、また、１日あたりどのくらい利用していますか。また、希望としてはど

のくらい利用したいですか。カッコ内に具体的な数字を入れてください。※時間

は、必ず（例）9 時台～19 時台のように 24 時間制でご記入ください。 

（１）現在 

１週当たりの幼稚園や保育所などの利用日数 

「週５日」の割合が84.3％と最も高くなってい

ます。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの利用時間 

「８時間～10 時間未満」の割合が 34.0％と最

も高く、次いで「６時間～８時間未満」の割合が

26.8％、「４時間～６時間未満」の割合が 19.1％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「６時間～８時

間未満」の割合が増加しています。一方、「10 時

間～12 時間未満」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答

1.3

1.3

1.1

2.5

84.3

6.6

0.4

2.3

3.0

2.1

1.8

2.4

82.1

7.7

0.0

0.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,582）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,358）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,582）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,358）

％

４時間未満

４時間～６時間未満

６時間～８時間未満

８時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間以上

無回答

1.8

19.1

26.8

34.0

15.2

0.5

2.6

3.0

17.2

21.0

34.0

21.1

1.8

1.9

0 20 40 60 80 100
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（２）希望 

１週当たりの幼稚園や保育所などの利用日数 

「週５日」の割合が 72.9％と最も高く、次いで

「週６日」の割合が 10.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「週５日」の割

合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日当たりの希望利用時間 

「８時間～10 時間未満」の割合が 35.1％と最

も高く、次いで「６時間～８時間未満」の割合が

30.4％、「10 時間～12 時間未満」の割合が 12.3％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「６時間～８時

間未満」「８時間～10 時間未満」の割合が増加し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日

週７日

無回答

0.6

0.6

2.5

2.8

72.9

10.1

0.4

10.0

0.6

1.5

1.5

2.0

62.3

9.8

0.2

22.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,582）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,358）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,582）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,358）

％

４時間未満

４時間～６時間未満

６時間～８時間未満

８時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間以上

無回答

1.3

9.4

30.4

35.1

12.3

1.2

10.2

1.3

4.4

21.1

27.8

17.1

4.1

24.2

0 20 40 60 80 100
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問 20 幼稚園や保育所、認定こども園などを、現在利用している、利用していないにか

かわらず、お子さんに平日に「定期的に」利用させたいもの（継続も含む）をお答

えください。（○はいくつでも） 

「認可保育所」の割合が 43.0％と最も高く、次いで「幼稚園＋預かり保育（通常の就園時間に

加えて、時間を延長し、定期的に預かり保育も利用している）」の割合が 28.7％、「幼稚園（通常

の就園時間（概ね９:00～14:00）だけ利用）」の割合が 21.7％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「幼稚園（通常の就園時間（概ね９:00～14:00）だけ利用）」

「幼稚園＋預かり保育（通常の就園時間に加えて、時間を延長し、定期的に預かり保育も利用し

ている）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

幼稚園（通常の就園時間
（概ね９:00～14:00）だ
け利用）

幼稚園＋預かり保育（通
常の就園時間に加えて、
時間を延長し、定期的に
預かり保育も利用してい
る）

認可保育所

認定こども園（幼稚園と
して利用）

認定こども園（幼稚園と
して利用し、定期的に預
かり保育も利用してい
る）

認定こども園（保育所と
して利用）

小規模保育施設

21.7

28.7

43.0

8.0

13.1

14.4

2.2

27.9

35.9

38.3

11.2

17.5

12.5

3.0

0 20 40 60 80 100
％

企業主導型保育施設

その他の認可外の保育施
設

一時預かり

ファミリーサポートセン
ター

その他

特にない

2.2

1.2

10.9

4.7

1.2

6.2

2.9

1.1

10.5

4.5

1.5

4.7

0 20 40 60 80 100
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問 20－２ 問 20 で「１．幼稚園」「２．幼稚園＋預かり保育」「４．認定こども園（幼

稚園として利用）」「５．認定こども園（幼稚園として利用し、定期的に預かり保育

も利用している）」のいずれか（幼稚園を利用）に○をつけた方で、「３．認可保育

所」または「６．認定こども園（保育所として利用）」～「12．その他」のいずれか

にも○をつけた方にお伺いします。他の施設より、特に幼稚園または認定こども園

（幼稚園として利用）の利用を強く希望しますか。（○は１つ） 

「はい」の割合が 54.8％、「いいえ」の割合が

39.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

  

％

はい

いいえ

無回答

54.8

39.3

5.9

55.3

40.1

4.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 374）

平成30年度調査

（回答者数 = 421）
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（５）病児・病後児の保育の利用について 

問 23 問 19－1 で平日に定期的に幼稚園や保育所、認定こども園などを利用していると

答えた保護者の方に、お伺いします。この１年間に、お子さんが病気やけがで、幼

稚園や保育所、認定こども園などを利用できなかったことはありますか。 

（○は 1 つ） 

「あった」の割合が 82.6％と最も高く、次いで

「なかった」の割合が 15.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「平日に定期的に利用していない」の選択肢はありませんでした。 

 

問 23－１ 問 23 で「１．あった」を選ばれた方にお伺いします。この１年間で、お子

さんが病気で幼稚園や保育所、認定こども園などを利用できなかった場合の対処方

法とその日数は何日くらいですか。その日数についてカッコ内に具体的な数字を入

れてください。（半日程度についても１日としてカウントしてください） 

（○はいくつでも） 

「母親が仕事を休んだ」の割合が54.9％と最も

高く、次いで「働いていない父親か母親が子ども

をみた」の割合が36.5％、「父親が仕事を休んだ」

の割合が 24.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「働いていない

父親か母親が子どもをみた」の割合が増加してい

ます。一方、「母親が仕事を休んだ」「ご自身や配

偶者・パートナーの親、親せき、友人・知人にみ

てもらった（同居している場合も含む）」「病院に

併設する病気の子どものための保育施設を利用

した」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

％

あった

なかった

平日に定期的に利用してい
ない

無回答

82.6

15.8

0.3

1.3

82.5

15.5

－

2.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 673）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,358）

％

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

ご自身や配偶者・パート
ナーの親、親せき、友人・
知人にみてもらった（同居
している場合も含む）

働いていない父親か母親が
子どもをみた

病院に併設する病気の子ど
ものための保育施設を利用
した

民間事業者による訪問型
サービス（ベビーシッ
ター）を利用した

仕方なく子どもだけで留守
番をさせた

その他

24.1

54.9

23.4

36.5

2.9

0.4

1.6

2.7

22.3

66.4

38.2

22.4

9.9

0.0

1.2

1.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 556）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,120）
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問 23－２ 問 23－1 で「ア．父親が仕事を休んだ」「イ．母親が仕事を休んだ」を選ば

れた方にお伺いします。そのときに「できれば病気の子どものための保育施設など

を利用したい」と思われましたか。 

（○は 1 つ） 希望がある方はカッコ内に具体的な数字を入れてください。 

※病気の子どものための保育施設などの利用には、一定の利用料がかかり、また、

利用前にかかりつけ医の診察を受け、その診断書を施設に提出するなどの手続きが

必要な場合があります。 

「できれば病気の子どものための保育施設な

どを利用したい」の割合が 33.1％、「利用したい

と思わない」の割合が 66.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用したいと

思わない」の割合が増加しています。一方、「でき

れば病気の子どものための保育施設などを利用

したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

  

％

できれば病気の子どものた
めの保育施設などを利用し
たい

利用したいと思わない

無回答

33.1

66.6

0.3

41.8

57.6

0.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 323）

平成30年度調査

（回答者数 = 773）
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（６）一時預かりの利用について 

問 24 この１年間に、私用、ご自身やご家族の通院、不定期な仕事やリフレッシュなど

を理由として、子どもを預かるサービスを「不定期に」利用しましたか。 

(○はいくつでも)１年間のおおよその利用日数についてカッコ内に具体的な数字を

入れてください。※幼稚園や保育所、認定こども園などの定期的な利用や子どもが

病気のときの保育施設などの利用は除きます。 

「利用していない」の割合が79.8％と最も高く

なっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

一時預かり（私用などの
理由で、保育所などで一
時的に子どもを保育する
サービス）

幼稚園や認定こども園の
預かり保育（幼稚園等に
通う子どもを対象にし
て、通常の就園時間を延
長して預かるサービスを
不定期に利用している場
合）

ファミリーサポートセン
ター（有償ボランティア
による子どもの預かりや
送迎を受けられる事業）

夜間養護事業：トワイラ
イトステイ（仕事などの
理由により、児童養護施
設などで休日や夜間に子
どもを一時的に預かるも
の）

ベビーシッター

その他

利用していない

7.6

9.3

1.9

0.1

0.7

0.7

79.8

8.0

11.7

0.8

0.1

0.2

0.6

75.6

0 20 40 60 80 100
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問 25 私用、ご自身やご家族の通院、不定期な仕事やリフレッシュなどを理由に、保育

所などで実施されている「一時預かり」について、１年間に何日くらいを利用した

いと思いますか。（○は１つ）また、利用したい場合、利用したい目的ごとにカッコ

内に日数を記入し、合計のカッコ内についても記入してください。※サービスの利

用にあたっては、一定の利用料が発生します。 

「利用したい」の割合が 46.4％、「利用する必

要はない」の割合が 51.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

利用目的 

「買物、子どもたちやご自身の習い事、リフレ

ッシュ」の割合が 77.6％と最も高く、次いで「冠

婚葬祭、学校行事、子どもたちや親の通院など」

の割合が 45.0％、「不定期な仕事」の割合が

19.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「買物、子ども

たちやご自身の習い事、リフレッシュ」の割合が

増加しています。 

 

 

 

  

％

利用したい

利用する必要はない

無回答

46.4

51.0

2.6

42.0

52.9

5.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

買物、子どもたちやご自身
の習い事、リフレッシュ

冠婚葬祭、学校行事、子ど
もたちや親の通院など

不定期な仕事

その他

77.6

45.0

19.4

2.4

66.3

49.9

21.8

3.9

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 921）

平成30年度調査

（回答者数 = 769）
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（７）令和６年４月から小学校へ入学するお子さんの保護者の方 

問 27 小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたいと思いますか。（○はいくつでも）また選んだ項目に

ついて、１週間（またはひと月）の希望日数について、カッコ内に数字を入れてく

ださい。※「留守家庭児童会室」の場合は、利用時間も記入してください。時間は

（18）時までのように 24 時間制で記入してください。 

「留守家庭児童会室」の割合が51.2％と最も高

く、次いで「自宅」の割合が 49.7％、「習い事（ピ

アノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」の割合

が 38.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「留守家庭児童

会室」の割合が増加しています。一方、「習い事

（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「放課後オープンスクエア」の選択肢が「放課後自習教室」「放課後子ども教室」と分かれていました。 

 

 

  

％

自宅

子どもの祖父母・親せきの
家、友人・知人の家

留守家庭児童会室

放課後オープンスクエア

習い事（ピアノ教室、ス
ポーツクラブ、学習塾な
ど）

ファミリーサポートセン
ター

その他（生涯学習市民セン
ター、公園など）

49.7

13.6

51.2

33.6

38.2

0.6

9.7

48.9

14.0

45.5

－

53.0

0.3

13.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 330）

平成30年度調査

（回答者数 = 321）
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問 28 小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間

をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（○はいくつでも）また、選んだ項

目について、１週間（またはひと月）の希望日数について、カッコ内に数字を入れ

てください。※「留守家庭児童会室」の場合は、利用時間も記入してください。時

間は（18）時のように 24 時間制で記入してください。※かなり先のことになります

が、現在お持ちのイメージでお答えください。 

「自宅」の割合が 70.9％と最も高く、次いで

「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾

など）」の割合が 52.1％、「放課後オープンスクエ

ア」の割合が 43.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「自宅」の割合

が増加しています。一方、「習い事（ピアノ教室、

スポーツクラブ、学習塾など）」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「放課後オープンスクエア」の選択肢が「放課後自習教室」「放課後子ども教室」と分かれていました。 

 

 

問 29 問 27 または問 28 で「３．留守家庭児童会室」を選ばれた方にお伺いします。土

曜日、日曜日・祝日に、留守家庭児童会室の利用希望はありますか。 

（それぞれについて○は 1 つ）※利用したい時間帯を、カッコ内に（９時台～17 時

台）のように 24 時間制で入れてください。 

（１）土曜日 

「利用する必要はない」の割合が53.2％と最も

高く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用

したい」の割合が 35.1％、「高学年（４～６年生）

になっても利用したい」の割合が10.5％となって

います。 

平成 30 年度調査と比較すると、「低学年（１～

３年生）の間は利用したい」の割合が増加してい

ます。 

  

％

自宅

子どもの祖父母・親せきの
家、友人・知人の家

留守家庭児童会室

放課後オープンスクエア

習い事（ピアノ教室、ス
ポーツクラブ、学習塾な
ど）

ファミリーサポートセン
ター

その他（生涯学習市民セン
ター、公園など）

70.9

15.5

23.3

43.0

52.1

0.9

12.7

61.7

15.9

22.4

－

67.9

0.6

14.6

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 330）

平成30年度調査

（回答者数 = 321）

％

低学年（１～３年生）の間
は利用したい

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

利用する必要はない

無回答

35.1

10.5

53.2

1.2

28.2

12.1

53.7

6.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 171）

平成30年度調査

（回答者数 = 149）
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（２）日曜日・祝日 

「利用する必要はない」の割合が82.5％と最も

高く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用

したい」の割合が 11.7％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30 問 27 または問 28 で「３．留守家庭児童会室」を選ばれた方にお伺いします。お

子さんの夏休み・冬休みなどの長期休業期間中の留守家庭児童会室の利用希望はあ

りますか。（○は１つ） 

「低学年（１～３年生）の間は利用したい」の

割合が 60.2％と最も高く、次いで「高学年（４～

６年生）になっても利用したい」の割合が 36.8％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「低学年（１～

３年生）の間は利用したい」の割合が増加してい

ます。一方、「高学年（４～６年生）になっても利

用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

低学年（１～３年生）の間
は利用したい

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

利用する必要はない

無回答

11.7

4.1

82.5

1.8

10.1

6.7

73.8

9.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 171）

平成30年度調査

（回答者数 = 149）

％

低学年（１～３年生）の間
は利用したい

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

利用する必要はない

無回答

60.2

36.8

2.3

0.6

39.6

48.3

4.0

8.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 171）

平成30年度調査

（回答者数 = 149）
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（８）地域子育て支援拠点事業の利用について 

問 31 地域子育て支援拠点事業についてお伺いします。現在、地域子育て支援拠点事業

を利用していますか。（○はいくつでも）また、おおよその利用回数について、カッ

コ内に数字を入れてください。 

「利用していない」の割合が 85.1％と最も高

く、次いで「地域子育て支援拠点事業」の割合が

12.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

問 32 地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないができれば利用したい、

あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。（○は１つ）希望がある方はカッコ

内に数字を入れてください。 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたいと

は思わない」の割合が 68.2％と最も高く、次いで

「利用していないが、今後利用したい」の割合が

20.2％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

地域子育て支援拠点事業

その他、市が実施している
類似の事業

利用していない

12.2

1.5

85.1

15.5

1.6

81.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

利用していないが、今後利
用したい

すでに利用しているが、今
後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日
数を増やしたいとは思わな
い

無回答

20.2

6.9

68.2

4.7

16.2

6.3

67.4

10.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）
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（９）育児休業制度の利用について 

問 33 封筒のあて名のお子さんが生まれたときに、母親、父親は育児休業をとられたか

をお伺いします。また、取らなかった（「３．育児休業を取らずに働いた」「４．育

児休業を取らずに離職した」を選択）場合、その理由について下の【表】から選

び、記号を記入してください。 

（１）母親（○は１つ） 

「育児休業を取った、あるいは、今取っている」

の割合が 53.4％と最も高く、次いで「働いていな

かった」の割合が 34.1％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「育児休業を取

った、あるいは、今取っている」の割合が増加し

ています。一方、「働いていなかった」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

取得（予定）日数 

「１年～２年未満」の割合が 47.5％と最も高

く、次いで「11 ヶ月～１年未満」の割合が 17.8％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「11 ヶ月～１

年未満」「１年～２年未満」の割合が増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

働いていなかった

育児休業を取った、あるい
は、今取っている

育児休業を取らずに働いた

育児休業を取らずに離職し
た

無回答

34.1

53.4

2.5

8.2

1.8

47.0

36.2

3.1

12.5

1.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,061）

平成30年度調査

（回答者数 = 663）

％

１ヶ月未満

１～２ヶ月未満

２～３ヶ月未満

３～４ヶ月未満

４～５ヶ月未満

５～６ヶ月未満

６～７ヶ月未満

７～８ヶ月未満

８～９ヶ月未満

９～10ヶ月未満

10～11ヶ月未満

11ヶ月～１年未満

１年～２年未満

２年以上

無回答

0.1

1.4

1.6

0.9

1.3

2.7

3.6

3.0

2.8

3.4

5.0

17.8

47.5

6.7

2.1

1.1

1.4

1.4

2.4

2.0

3.9

3.3

3.8

2.7

8.3

3.8

2.4

38.8

5.1

19.8

0 20 40 60 80 100
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問 33－３ 問 33－1 で「２．現在も育児休業中である」を選ばれた、現在も育児休業中

の方で、お子さんが１歳未満の方にお伺いします。お子さんが１歳になった時点

で、必ず保育所等に預けることができれば、１歳になるまで育児休業を取ります

か。または、保育所等に預けられたとしても、１歳になる前に復帰しますか。 

（１）母親が育児休業中の場合（○は１つ） 

「１歳になるまで育児休業を取りたい」の割合

が 64.2％、「１歳になる前に復帰したい」の割合

が 8.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「１歳になるま

で育児休業を取りたい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

（２）父親が育児休業中の場合（○は１つ） 

「１歳になるまで育児休業を取りたい」、「１歳

になる前に復帰したい」の割合が42.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１歳になるまで育児休業を
取りたい

１歳になる前に復帰したい

その他

無回答

64.2

8.8

10.1

16.9

71.2

7.7

5.8

15.4

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 148）

平成30年度調査

（回答者数 = 104）

％

１歳になるまで育児休業を
取りたい

１歳になる前に復帰したい

その他

無回答

42.9

42.9

0.0

14.3

50.0

50.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 14）

平成30年度調査

（回答者数 = 2）
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（10）行政サービスへの要望について 

問 39 行政（市、府、国）に対して、子育てサービスの現状やあなたの子育て経験など

から、どのような支援策の充実を図ってほしいですか。（○はいくつでも） 

「子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持等）」の

割合が 60.1％と最も高く、次いで「親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する」の

割合が 50.2％、「子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづ

くり、歩道等の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む」の割合が 47.3％となって

います。 

平成 30 年度調査と比較すると、「親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する」「親

子が安心して集まれるつどいの場等の屋内の施設を整備する」「子連れでも安心して出かけられ

るよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくり、歩道等の段差解消等の「子育てのバリアフ

リー化」に取り組む」「子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ機会や

内容の充実を図る」「保育所や留守家庭児童会室等の働きながら子どもを預ける施設や定員を増

やす」「一時預かり事業、夜間保育、休日保育など、多様な保育ニーズに対応できるサービスを充

実する」「幼稚園等の保育サービス（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の預かり保育な

ど）を充実する」「家事専業の方など誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による保育サービスを増

やす」「安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する」「子どもの安

全を確保する対策を充実する」の割合が減少しています。 
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令和５年度調査

（回答者数 = 1,986）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,831）

％

親子が安心して集まれる
公園等の屋外の施設を整
備する

親子が安心して集まれる
保育所や幼稚園等の園庭
開放等を充実する

親子が安心して集まれる
つどいの場等の屋内の施
設を整備する

子連れでも安心して出か
けられるよう、オムツ替
えや授乳のためのスペー
スづくり、歩道等の段差
解消等の「子育てのバリ
アフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相
談体制を充実する

子育て支援に関する情報
提供を充実する

子育て中の親の仲間づく
りや子育ての知識や技能
の取得に役立つ機会や内
容の充実を図る

子育てサークル活動への
支援を充実する

子ども食堂への支援を充
実する

保育所や留守家庭児童会
室等の働きながら子ども
を預ける施設や定員を増
やす

一時預かり事業、夜間保
育、休日保育など、多様
な保育ニーズに対応でき
るサービスを充実する

50.2

24.0

34.7

47.3

17.0

19.4

10.7

6.5

10.4

41.4

34.5

60.7

28.3

43.5

58.3

20.3

22.4

17.6

7.6

11.9

49.4

40.4

0 20 40 60 80 100
％

きめ細やかな障害児保育
制度の充実を図る

児童虐待の防止と早期発
見等を図るために関係機
関と地域の連携を強化す
る

幼稚園等の保育サービス
（早朝、夕方の預かり保
育の延長や夏休み等の預
かり保育など）を充実す
る

家事専業の方など誰でも
気軽に利用できるＮＰＯ
等による保育サービスを
増やす

安心して子どもが医療機
関（小児救急など）を利
用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する
対策を充実する

子育て世帯への経済的援
助の拡充（育児休業給
付、児童手当の拡充、扶
養控除の維持等）

公営住宅の優先入居等、
住宅面での配慮や支援

その他

特になし

12.1

15.2

29.7

15.0

42.7

33.1

60.1

10.8

4.9

2.1

16.7

19.9

35.7

22.3

49.2

41.0

58.0

13.3

4.0

1.1

0 20 40 60 80 100
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２ 小学生児童の保護者 

（１）封筒のあて名のお子さんとご家族の状況について 

問１ 封筒のあて名のお子さん（今後は「お子さん」と表記します。）の生年月をお伺い

します。 

「２年生」の割合が 16.6％と最も高く、次いで

「３年生」の割合が 16.6％、「１年生」の割合が

16.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

問３ お子さんとの同居・近居（概ね 30 分以内に行き来できる範囲）の状況についてお

伺いします。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。 

（１）お子さんと同居している方（大人）に○をつけてください（○はいくつでも） 

「父母（単身赴任や長期出張中の父母を含む）」

の割合が 89.9％と最も高くなっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「その他の大人」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「その他の大人」の選択肢が「その他」でした。 

 

問８ お子さんの健康や教育など子育てについて、気軽に相談できる人はいますか。ま

た、相談できる場所はありますか。（○は１つ） 

「いる／ある」の割合が 90.4％、「ない」の割

合が 9.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

  

％

いる／ある

ない

無回答

90.4

9.4

0.2

94.5

5.3

0.2

0 20 40 60 80 100

％

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

無回答

16.0

16.6

16.6

15.1

15.0

14.2

6.4

17.4

18.0

15.7

16.7

16.4

14.4

1.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,883）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,760）

％

父母（単身赴任や長期出張
中の父母を含む）

父（ひとり親家庭）

母（ひとり親家庭）

祖父

祖母

その他の大人

89.9

1.2

7.6

4.7

8.1

2.1

89.8

0.9

7.6

5.3

7.0

12.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,883）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,760）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,883）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,760）
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問８－１ 問８で「１．いる／ある」を選ばれた方にお伺いします。気軽に相談できる

のは、どのような人や場所などですか。（○はいくつでも） 

「配偶者」の割合が 79.3％と最も高く、次いで

「ご自身や配偶者の親、親せき、家族」の割合が

72.1％、「同じくらいの子どもを持つ友人」の割

合が 61.9％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「自ら育児書、

家庭の医学書、インターネットで調べる」の割合

が増加しています。一方、「ご自身や配偶者の親、

親せき、家族」「近所の人」「同じくらいの子ども

を持つ友人」「その他の友人・知人」「小学校の先

生」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では、「配偶者」「ひらかた子ども発達支援センター」の選択肢はありませんでした。 

※前回調査では、「枚方市子どもの育ち見守り室「となとな」・大阪府子ども家庭センター」の選択肢が「枚方市子ども総合相

談センター「となとな」・大阪府子ども家庭センター」、「かかりつけ医」の選択肢が「医師、看護師」、「スマホやインター

ネットの交流サイト」の選択肢が「携帯電話やインターネットの交流サイト」でした。 

  

％

配偶者

ご自身や配偶者の親、親せ
き、家族

近所の人

同じくらいの子どもを持つ
友人

その他の友人・知人

保健所・保健センター・北
部リーフ

枚方市子どもの育ち見守り
室「となとな」、大阪府子
ども家庭センター

ひらかた子ども発達支援セ
ンター

小学校の先生

留守家庭児童会室の指導員

習い事の先生（ピアノ教
室、サッカークラブ、学習
塾など）

民生委員・児童委員

かかりつけ医

自ら育児書、家庭の医学
書、インターネットで調べ
る

スマホやインターネットの
交流サイト

その他

79.3

72.1

20.0

61.9

20.1

2.1

2.9

1.4

19.7

2.4

7.9

0.1

14.9

13.6

2.8

2.9

－

85.9

30.7

78.5

26.6

3.1

2.0

－

25.3

3.4

10.5

0.2

10.5

7.9

6.4

2.7

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,702）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,428）
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（２）保護者の就労状況について 

問９ 世帯の現在の経済的な暮らし向きについて、どう感じていますか。（○は１つ） 

「やや苦しい」の割合が 27.8％となっていま

す。 

平成 30 年度調査と比較すると、「大変苦しい」

「やや苦しい」「普通」の割合が増加しています。

一方、「ややゆとりがある」「大変ゆとりがある」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

問 10 「母親」の働いている状況についてお伺いします。自営業や自営業を手伝ってい

る場合も含みます。（○は１つ） 

「パート・アルバイトなどで働いている」の割

合が 42.5％と最も高く、次いで「フルタイムで働

いている」の割合が 34.7％、「以前は働いていた

が、今は働いていない」の割合が 17.7％となって

います。 

平成 30 年度調査と比較すると、「フルタイムで

働いている」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

大変苦しい

やや苦しい

普通

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

8.8

27.8

52.1

9.3

1.3

0.8

7.1

26.1

56.3

9.1

1.0

0.4

0 20 40 60 80 100

％

フルタイムで働いている

フルタイムで働いている
が、今は休んでいる（産
休・育休・介護休業中）

パート・アルバイトなどで
働いている

パート・アルバイトなどで
働いているが、今は休んで
いる（産休・育休・介護休
業中）

以前は働いていたが、今は
働いていない

これまで働いたことがない

無回答

34.7

1.0

42.5

0.9

17.7

2.6

0.7

24.5

0.6

46.5

0.9

22.2

5.0

0.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,861）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,745）

令和５年度調査

（回答者数 = 1,883）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,760）
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問 12 問 10 または問 11 で、「３．パート・アルバイトなどで働いている」または

「４．パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業

中）」を選ばれた、パート・アルバイトなどで働いている方（休業中の方も含む）に

お伺いします。フルタイムへの転換希望はありますか。（○は１つ） 

（１）母親（○は１つ） 

「パート・アルバイトなどで働き続けたい」の

割合が 55.3％と最も高く、次いで「フルタイムへ

の転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

の割合が 28.6％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「パート・アル

バイトなどで働き続けたい」の割合が増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 問 10 または問 11 で「５．以前は働いていたが、今は働いていない」または

「６．これまで働いたことがない」を選ばれた、仕事をお持ちでない方にお伺いし

ます。働きたい希望はありますか。カッコ内には具体的な数字を入れてください。 

（１）母親（○は１つ） 

「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」

の割合が 33.2％と最も高く、次いで「子育てや家

事などに専念したい（働く予定はない）」の割合

が 30.8％、「１年より先、一番下の子どもが、何

歳になったころに働きたい」の割合が24.4％とな

っています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「子育てや家事

などに専念したい（働く予定はない）」の割合が

増加しています。 

 

 

 

※前回調査では、「１年より先、一番下の子どもが、何歳になったころに働きたい」の選択肢が「１年より先、一番下の

子どもが大きくなったら働きたい」でした。 

 

  

％

フルタイムへの転換希望が
あり、実現できる見込みが
ある

フルタイムへの転換希望は
あるが、実現できる見込み
はない

パート・アルバイトなどで
働き続けたい

パート・アルバイトなどを
やめて子育てや家事に専念
したい

無回答

7.1

28.6

55.3

4.2

4.8

5.8

25.7

45.3

3.1

20.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 807）

平成30年度調査

（回答者数 = 826）

％

子育てや家事などに専念し
たい（働く予定はない）

１年より先、一番下の子ど
もが、何歳になったころに
働きたい

すぐにでも、もしくは１年
以内に働きたい

無回答

30.8

24.4

33.2

11.7

18.7

22.5

30.7

28.0

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 377）

平成30年度調査

（回答者数 = 475）
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就労を希望する末子の年齢 

「13 歳以降」の割合が 27.2％と最も高く、次

いで「３歳」、「10 歳」の割合が 10.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 92 ％

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

13歳以降

無回答

2.2

0.0

10.9

4.3

2.2

8.7

7.6

9.8

5.4

10.9

1.1

7.6

27.2

2.2

0 20 40 60 80 100
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（３）子育てについて 

問 14 希望する子どもの数は何人ですか。 

「２人」の割合が 48.7％と最も高く、次いで

「３人」の割合が 31.2％、「１人」の割合が 10.5％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

問 15 希望する子どもの数が現在の子どもの数より多い方にお伺いします。現在の家

庭・教育環境等においても、もう一人子どもを生み育てようと思いますか。 

（○は１つ） 

「生み育てようと思う」の割合が 15.7％、「生

み育てようとは思わない」の割合が61.7％となっ

ています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

問 16 子育てについて、どのように感じていますか。（○は１つ） 

「楽しいと感じることの方が多い」の割合が

56.6％と最も高く、次いで「楽しいと感じること

とつらいと感じることが同じくらい」の割合が

34.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

10.5

48.7

31.2

4.7

1.4

3.5

8.6

51.2

30.8

4.4

0.8

4.2

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,883）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,760）

％

生み育てようと思う

生み育てようとは思わない

無回答

15.7

61.7

22.6

17.1

60.4

22.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 363）

平成30年度調査

（回答者数 = 346）

％

楽しいと感じることの方が
多い

楽しいと感じることとつら
いと感じることが同じくら
い

つらいと感じることの方が
多い

わからない

その他

無回答

56.6

34.8

3.5

2.8

1.1

1.2

59.3

33.2

3.0

2.2

1.9

0.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,883）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,760）
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（４）留守家庭児童会室の利用について 

問 20 平日（月曜日～金曜日）に、現在、留守家庭児童会室を利用されていますか。 

（○は１つ） 

「利用している」の割合が 22.3％、「利用して

いない」の割合が 77.0％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 問 20 で「１．利用している」を選ばれた方にお伺いします。現在利用している

留守家庭児童会室について、もっとも多いパターンとして、１週間当たり何日くら

い、時間は何時頃まで利用していますか。また、希望としてはどのくらい利用した

いですか。カッコ内に数字を入れてください。 

（１）現在 

留守家庭児童会室の利用日数／週 

「５日」の割合が 63.5％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 20.8％、「３日」の割合が 10.0％

となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

％

利用している

利用していない

無回答

22.3

77.0

0.7

19.1

79.7

1.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 1,883）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,760）

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.0

4.1

10.0

20.8

63.5

0.0

0.0

0.7

0.9

3.0

8.0

18.8

66.4

1.5

0.0

1.5

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 419）

平成30年度調査

（回答者数 = 336）
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（２）希望 

留守家庭児童会室の利用日数／週 

「５日」の割合が 59.9％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 19.3％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「４日」「５日」

の割合が増加しています。一方、「６日」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21－２ 問 20 で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きお伺いします。土曜

日、日曜日・祝日に、留守家庭児童会室の利用希望はありますか。（一時的な利用は

除きます） 

（○は１つ）希望がある場合は、カッコ内に具体的な数字を入れてください。 

（１）土曜日 

「利用する必要はない」の割合が74.0％と最も

高く、次いで「月に１～２回は利用したい」の割

合が 15.5％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。一方、「月に１

～２回は利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

（２）日曜日・祝日 

「利用する必要はない」の割合が88.8％と最も

高くなっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「利用する必要

はない」の割合が増加しています。 

 

 

  

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.5

1.9

9.3

19.3

59.9

1.9

0.0

7.2

0.0

2.7

5.4

8.6

39.0

7.4

0.6

36.3

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 419）

平成30年度調査

（回答者数 = 336）

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

74.0

9.5

15.5

1.0

65.5

9.8

22.6

2.1

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 419）

平成30年度調査

（回答者数 = 336）

令和５年度調査

（回答者数 = 419）

平成30年度調査

（回答者数 = 336）

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用した
い

無回答

88.8

1.7

8.8

0.7

82.7

1.8

13.1

2.4

0 20 40 60 80 100
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問 21－５ 問 20 で「１．利用している」を選ばれた方に引き続きお伺いします。小学

５年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。（○はいく

つでも） 

「１．留守家庭児童会室を利用したい」を選択した場合は、カッコ内に具体的な数

字を入れてください。小学５・６年生のお子さんの保護者の方も、現状を踏まえて

ご回答ください。 

「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習

塾など）に行く」の割合が 49.6％と最も高く、次

いで「放課後オープンスクエアを利用したい」の

割合が48.9％、「留守家庭児童会室を利用したい」

の割合が 39.4％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「自宅などで自

由に過ごす」の割合が増加しています。一方、放

課後オープンスクエアの利用など、選択肢が増え

たことからか「留守家庭児童会室を利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

※前回調査では、「放課後オープンスクエアを利用したい」の選択肢が「放課後自習教室を利用したい（39.3％）」「放課後子

ども教室を利用したい（38.4％）」と分かれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

留守家庭児童会室を利用し
たい

放課後オープンスクエアを
利用したい

習い事（ピアノ教室、ス
ポーツクラブ、学習塾な
ど）に行く

自宅などで自由に過ごす

その他

39.4

48.9

49.6

38.7

1.7

50.9

－

51.2

25.6

4.8

0 20 40 60 80 100

令和５年度調査

（回答者数 = 419）

平成30年度調査

（回答者数 = 336）
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（５）行政サービスへの要望について 

問 36 行政（市、府、国）に対して、子育てサービスの現状やあなたの子育て経験など

から、どのような支援策の充実を図ってほしいですか。（○はいくつでも） 

「子育て世帯への経済的援助の拡充（育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持等）」の

割合が 51.4％と最も高く、次いで「親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する」の

割合が 42.2％、「安心して子どもが医療機関（小児救急など）を利用できる体制を整備する」の

割合が 39.8％となっています。 

平成 30 年度調査と比較すると、「親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する」「親

子が安心して集まれる保育所・幼稚園等や小学校の運動場等の開放を増やす」「一時預かり事業、

夜間保育、休日保育など、多様な保育ニーズに対応できるサービスを充実する」「子どもの安全を

確保する対策を充実する」の割合が減少しています。 
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※前回調査では、「幼稚園や認定こども園の保育サービス（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の預かり保育な

ど）を充実する」の選択肢が「幼稚園の保育サービス（早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の預かり保育な

ど）を充実する」でした。 

 

 

令和５年度調査

（回答者数 = 1,883）

平成30年度調査

（回答者数 = 1,760）

％

親子が安心して集まれる
公園等の屋外の施設を整
備する

親子が安心して集まれる
保育所・幼稚園等や小学
校の運動場等の開放を増
やす

親子が安心して集まれる
つどいの場等の屋内の施
設を整備する

子連れでも安心して出か
けられるよう、オムツ替
えや授乳のためのスペー
スづくり、歩道等の段差
解消等の「子育てのバリ
アフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相
談体制を充実する

子育て支援に関する情報
提供を充実する

子育て中の親の仲間づく
りや子育ての知識や技能
の取得に役立つ機会や内
容の充実を図る

子育てサークル活動への
支援を充実する

子ども食堂への支援を充
実する

保育所や留守家庭児童会
室等の働きながら子ども
を預ける施設や定員を増
やす

一時預かり事業、夜間保
育、休日保育など、多様
な保育ニーズに対応でき
るサービスを充実する

42.2

27.2

28.4

17.6

14.4

19.1

9.1

5.2

12.2

23.9

26.3

50.2

35.3

31.8

21.2

16.3

18.1

11.6

5.9

9.0

28.9

31.5

0 20 40 60 80 100
％

きめ細やかな障害児保育
制度の充実を図る

児童虐待の防止と早期発
見等を図るために関係機
関と地域の連携を強化す
る

幼稚園や認定こども園の
保育サービス（早朝、夕
方の預かり保育の延長や
夏休み等の預かり保育な
ど）を充実する

家事専業の方など誰でも
気軽に利用できるＮＰＯ
等による保育サービスを
増やす

安心して子どもが医療機
関（小児救急など）を利
用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する
対策を充実する

子育て世帯への経済的援
助の拡充（育児休業給
付、児童手当の拡充、扶
養控除の維持等）

公営住宅の優先入居等、
住宅面での配慮や支援

その他

特になし

10.7

12.4

16.9

14.1

39.8

33.6

51.4

7.9

4.9

4.7

12.2

13.6

19.4

17.2

40.3

40.3

51.8

8.6

6.9

3.3
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